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通建連合と各構成組織は、安全労働を運動の重要な柱と位置

付け、安全衛生委員会等の場において各社の安全施策の展開状

況について確認を実施するとともに、労働組合独自の労働安全

衛生確立に向けた取り組みを展開してきました。 

しかし、全国的に労働災害の連鎖は止まることなく、これま

で発生した同種の事故も散見される状況にあることから、「現

場の自律安全推進」に向けた活動の具現化が必要であるとの認

識のもと、1月 15日～2月 29日の期間において、通建連合

「労働安全衛生強化期間」を設定し、安全グッズ（ウェットテ

ィッシュ型除菌シート）を配布しながら安全労働に向けた注意

喚起を行うとともに、通建連合による安全ヒアリングをもとに

「気づき」を促進する観点からWebアンケートを実施することを決定してきました。 

インフラ東北管内においても今年度下期以降に 4件の事故が発生している現状を重く

受け止め、「二度と私たちの職場からは人身事故を発生させない」ことを肝に命じ、安全

意識の向上・啓蒙活動等の取り組み強化に向け、以下の内容で取り組みを展開すること

とします。 

インフラ東北としての取組内容  期間：2024年 2月 1日 ～ 2月 29日 

①各職場の朝礼等において注意喚起の実施 
 ⇒組合役員・分会長が参加し取り組み趣旨の説明および安全グッズ配布による

啓蒙活動 

②現場（労使合同）パトロールの実施 
 ⇒労使合同による現場第一線の方々との対話を重視したパトロール 

③通建連合「安全ヒアリング」をもとにしたWebアンケートの実施 
 ⇒通建連合にて実際の工事で事故を経験した被災者の方へヒアリングを実施

した内容を一読頂き、アンケートへの回答を募集（下記QRコードより） 
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インフラ東北は、「安全労働はすべてに優先する」との基本認識のもと「安全で安心して

働ける職場の確保」を目指し取り組みを実施しております。2023 年 11 月 30 日～12
月 31 日の期間においては、インフラ東北「安全衛生統一行動」として、各職場での安全
グッズ（BOX ティッシュ）配布による注意喚起や労使合同による現場第一線の作業員の
方々との対話を重視したパトロールを実施させて頂きました。パトロールの模様は以下の
通りとなります。ご協力頂いた皆様、ありがとうございました。 

＜パトロール実施模様＞ 

TTKグループ企業支部  大和グループ企業支部 

   

＜対話内容（抜粋）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今回のパトロールでは、現場第一線の方々が各種安全施策を遵守しながら安全作業に努
めて頂いていることを確認しておりますが、その中でも現場の困りごと等の率直なご意見
を伺うことができました。現場での対話において皆様から頂いた意見をもとに、各事業所
での安全衛生委員会等の場で改善に向けた労使議論を行い、より良い職場環境の実現に向
けて取り組みを行っていくこととします。まだまだ冬期間の厳しい作業環境が続きますが、
決して慌てることなく、現場環境を踏まえた安全作業に努め、仲間そして家族のもとに笑
顔で帰りましょう！ 

青 森 支 店  岩 手 支 店  

福 島 支 店  モバイル事業本部 

青森ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀ 

仙南技術ｾﾝﾀ 山形ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀ 

岩手ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀ 


